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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について（現状変更許可申請（案））
52全体
資料1

●経緯、議事の目的
〇名古屋城本丸搦手馬出周辺石垣の修復については、平成14（2002）年度の事業
着手以降、石垣取り外し、発掘調査、石材調査及び各種検討等を進めてきた。

〇令和4（2022）年度下半期からの積直し工事着手にあたり、積直し工事に関す
る包括現状変更申請を行う必要があることから、申請内容（案）について、ご
指導・ご助言を賜るもの。

【現状変更許可申請書（概要）】
●着手及び終了の予定時期
・着手：令和４（2022）年１２月
・終了：令和９（2027）年 ３月

●石垣工事にむけたスケジュール（令和4（2022）年度）
〇今回の全体会議の承認を経て、現状変更許可申請を文化庁に提出して参りたい。
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●工事施工内容
〇石垣積直し工
・背面盛土、裏栗石及び石垣を積み直す。石材については、解体・仮置き時
に整理した番号等の石材に関する情報に基づき、元の位置に復旧する。

・各種部材は城内の仮置場から積込・運搬を行う。なお、一部の再利用がで
きない石材については、石質の類似する近隣採石場から入手する。

・必要に応じた足場を仮設し、作業を行う。
・栗石層及び背面盛土（一部）にジオテキスタイルを敷設する。

〇仮設工（仮設足場、作業用通路、仮設スロープ）
・石垣の積直しの進捗に応じて、足場の設置・撤去を行う。
・作業用通路（本丸搦手馬出北側・東側の水堀に設置済み）及び仮設スロー
プ（本丸搦手馬出南空堀に設置済み）について、石垣積直しの進捗に応じ
て当該作業環境が不用となった段階で、撤去・現状復旧を行う。

〇雑工（除草）
・石垣積直しに先立ち、石垣表面、背面盛土等に生えた雑草等の除去を行う。

●添付図面
（１）案内図
（２）記念物指定範囲図
（３）施工位置図
（４）施工内容図面①～⑦（事業全体）
（５）令和４，５年度工程表
（６）令和４，５年度施工内容図面①～③1

今回申請

★ 全体整備検討会議
・現状変更申請案（石垣）

★石垣・埋文部会（第51回）
・現状変更申請案（石垣）
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（１）案内図 （２）記念物指定範囲図

本丸

御深井丸

西之丸
二之丸

石垣積直し箇所
(本丸搦手馬出)

石材仮置場
(二之丸南東空堀)

盛土仮置場
(二之丸北東空堀)

2

石材仮置場
(本丸北東内堀)

石材仮置場
(本丸南東内堀)

（３）施工位置図
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ①計画平面図

3

凡例
：掘削ライン
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ②石垣修復 標準断面図

4
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ③石垣修復 事業計画図

凡例
：令和4年度施工
：令和5年度施工
：令和6年度以降施工

5

櫓台 櫓台
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ④石材等運搬ルート図

6
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ⑤仮設平面図

7
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ⑥仮設断面図

8
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（４）施工内容図面 ⑦雑工（除草）平面図

9
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（５）令和４（2022），５（2023）年度工程表

10

・令和5年度 工程表
工　種　・　種　別 単位 数量 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【仮設工】

仮設工

敷鉄板 式 1

排水工 日 90

【雑工】

雑工

石垣面等除草 a 19

【石垣積直し工】

石垣積直し工

石積工(築石) m2 51

石積工(角石) t 6

石材運搬整理工(築石) t 117

石材運搬整理工(角石) t 6

敷金 個 6

新補石調達

築石 m2 8

角石 t 3

裏込栗石工

栗石洗浄 ｍ3 130

裏込栗石工 ｍ3 130

石垣背面補強工

石垣背面補強工 式 1

【準備工・後片付け工】

準備工・後片付け工

準備工・後片付け工 式 1

摘　　要 工　種　・　種　別 単位 数量 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【仮設工】

仮設工

敷鉄板 式 1

排水工 日 240

仮設足場設置・撤去 掛ｍ2 510

【雑工】

雑工

石垣面等除草 a 27

【石垣積直し工】

石垣積直し工

石積工(築石) m2 462

石積工(角石) t 24

石材運搬整理工(築石) t 1,063

石材運搬整理工(角石) t 24

敷金 個 27

新補石調達

築石 m2 92

角石 t 3

裏込栗石工

栗石洗浄 ｍ3 1,155

裏込栗石工 ｍ3 2,310

補充栗石 ｍ3 1,155

石垣背面補強工

石垣背面補強工 式 1

【準備工・後片付け工】

準備工・後片付け工

準備工・後片付け工 式 1

摘　　要
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（６）令和４（2022），５（2023）年度施工内容図面 ①平面図

11

凡例
：令和4年度施工
：令和5年度施工

52全体
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

（６）令和４（2022），５（2023）年度施工内容図面 ②標準断面図

12

凡例
：令和4年度施工
：令和5年度施工

52全体
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本丸搦手馬出周辺石垣の修復について

凡例
：令和4年度施工
：令和5年度施工

13
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（６）令和４（2022），５（2023）年度施工内容図面
③石垣修復 積直し範囲



令和 4 年度の二之丸庭園の追加の発掘調査について 

 

１．調査目的 

 北園池北側石組の復元において、図 1 の赤破線に相当する園路が 3 案推定される(写真 2)。過年度の調査では

園路に関する遺構は確認されておらず、石 A・石 B の北側は調査が行われていない。 

 園路遺構や近世遺構面、石の据付け(原位置からの移動の有無)を確認し、園路のルートや形状を復元するため

の情報を得るため、石組復元箇所周辺を再調査する(トレンチ①)。また、石 C の北側も調査し、石の据付け(原

位置からの移動の有無)と園路遺構を確認する(トレンチ②)。 

 

２．北園池北側石組の復元案 

 案１：石 A・石 B の北側を通る案 

案２：案１同様に石 A・石 B の北側を通るが、園路が現状の地形では急勾配となることから、現状より遺構面

が低い案 

案３：石 A・石 B の南側を通る案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 2 園路推定 

図 1 復元箇所(御城御庭絵図部分) 写真 1 現況(南から撮影) 

案 1,案 2 

案 3

石 C
石 A

石 B 

石 C
石 A

石 B 

３．追加発掘調査地点案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレンチ 1 1.8ｍ×1.2ｍ程度 

トレンチ 2 3m×2.5ｍ程度 

遺構検出の範囲 8 ㎡程度 

 遺構面まで表土層を除去した後、面的に精査する。 

52全体
資料2





















鵜の首（小天守西）の水堀側石垣根石発掘調査について 

 

 

●調査の概要 

・鵜の首（小天守西）の水堀側石垣（以下「鵜の首水堀側石垣」という。）の

変状及び根石の状況等を確認し、その安定状況を確認するため、２か所発

掘調査を実施する（別添図参照）。 

 

●調査に至る経緯 

・鵜の首水堀側石垣については、平成 29 年度（2017）石垣カルテを作成し、

近代（濃尾地震後）に積み直しがなされていること、裾部付近に突出（「孕

み出し」）があることを確認し、この突出が近代の積み替えに起因する可

能性を考えた。 

・鵜の首部分は、来場者の主たる通路にあたることから、更に詳細に石垣の

安定状況を確認するため、築石の背面、石垣の地下部分に対して、令和 3

年度(2021)に、レーダー探査を行った。 

・レーダー探査の結果からは、鵜の首部分が中央に盛土を持つ構造であるこ

とを確認したが、根石付近については情報が得られなかった。 

・これらの結果について、令和 4 年（2022）3 月に開催された石垣・埋蔵文

化財部会に諮ったところ、築石背面の栗石の厚さや築石の控え長などの面

に不安定な要素が認められるとの指摘を受け、あわせて根石周りは発掘調

査によって確認するよう指導を得た。 

・以上のような経緯を踏まえて、発掘調査によって根石付近の安定状況を確

認することとし、令和 4年（2022）9 月 7 日の石垣・埋蔵文化財部会に諮

った。同日午後現地にて、調査区を広めに設定すること、南側に接する石

垣面の状態もよくないため、その入角部分も調査対象とするよう指導を受

けた。 

 

●調査の目的 

・鵜の首水堀側石垣の安定性の検討材料とするため、上述の築石突出部の根

石付近の変状の有無等を確認する。 

・鵜の首水堀側石垣南端部及び入角をなす南側の石垣面の地下部分の変状の

有無を確認する。 

・加えて、根石前面の堀底の土層堆積状況等、本来の遺構の残存状況を把握

する。 

 

52全体
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●調査区の設定 

・築石の突出部分の前面において、根石付近の地業等の痕跡も確認できるよ

う南北８ｍ×東西５ｍ（40 ㎡）の調査区、南端部分で南北５ｍ×東西５ｍ

（25 ㎡）の調査区を各１か所設定する。なお、石垣面への影響を考慮し、

実際の掘削範囲は、調査区の中で必要最小限とする。 

・イ調査区は、調査範囲内に石垣の突出部分に加え、石垣面・内堀底面を対

象としたレーダー探査の測線を含むように設定する。 

・ロ調査区は、入隅(入角)をなす 2 面の石垣の地下部分が確認できる位置に

設定する。 

 

●掘削の方法 

・人力掘削を基本とする。重機による掘削を行う場合は、表土の掘削に限定

して使用する。 

・層序を確認しつつ掘り下げ、江戸時代の遺構面まで掘削を行う。なお、江

戸時代の包含層以下の掘削については、掘削範囲、掘削深等について慎重

に判断し、最小限の範囲とする。 

・水堀に近いこともあり、地盤が緩い状態である可能性を考慮し、掘削に際

し、安全に十分配慮する。 

 

●埋め戻しの方法 

・調査終了後は遺構面を山砂(約 5cm)で保護した後、内堀内での調査と同様

に、以下の方針で埋め戻す。 

・石垣際については、割栗石を組み叩き込む。また、栗石の間隙には、改良

土（掘削土に消石灰を重量比 2％添加したもの）を充填する。 

・埋め戻しは、上述の改良土により行い、適切に転圧する。 
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特別史跡名古屋城跡石垣保存方針について 

2022 年 10 月７日 第 52 回 全体整備検討会議 

１ 特別史跡名古屋城跡石垣保存方針の作成状況 

事 項 内  容 

平成 29 年 

石垣カルテ作成開始 

三の丸を含む特別史跡内を対象 

・オルソ写真作成、カルテ作成 

平成 30 年 5 月 

「特別史跡名古屋城跡

保存活用計画」(以

下、保存活用計画) 

策定 

石垣の保存管理方法（一部抜粋） 

・現存遺構の適切な保存管理を行う 

・石垣カルテを作成し、特別史跡名古屋城跡全体の石垣の現

況及び崩落等の危険度、各時代における修復や改変、災害や

戦災等による被害や修復の内容等を把握するとともに、日常

的な観察及び維持管理を行い、必要に応じて石垣カルテの追

加・更新を実施する 

・石垣カルテを踏まえて、石垣の保全方針を定める 

令和 2 年（2020） 

第 34 回石垣部会 

石垣カルテの様式修正 

・天守台石垣の「外観調査」と様式の整合 

令和 4 年（2022）3 月 

天守台石垣の保存方

針概要整理 

 

（石垣保存の原則） 

 石垣の本質的価値を適切に保存するため、a:「保存のための

管理」を継続的に行うほか、変形・破損が進んでいる石垣に

ついては、b:「修理（復旧）」を適切に行う。 

 あわせて、c:「石垣についての調査研究」を進める 

令和 4 年（2022） 

「石垣保存方針の策

定」計画実施中 

オルソ作成、カルテ作成状況は別添図の通り。 

石垣カルテの整理、保存方針策定にあたっての課題の抽出と

検討を実施中 

表１ 名古屋城石垣保存方針の経緯 

 

２ 石垣保存方針の構成・内容 

Ａ 現況把握 

  ・現地調査、石垣カルテ作成と分析 

  ・歴史資料等の検討 

B 石垣の評価と課題の把握 

  ・石垣面ごとの評価 

  ・課題（保存上・活用上）の抽出 

  ・課題の整理 
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C 保存・修復の考え方整理 

  ・課題に対する対応の検討 

    修理等の必要性検討、整備等の方向性検討 

    

３ 現時点の課題 

 『保存活用計画』策定後、各所の石垣調査が進展し、石垣面の現状とその課題が明

らかになってきた。特に、石垣面の現地調査を進める中で、廃城期以降に、石垣面の

一部が様々な理由で改変された石垣面が多くあることを把握した。それらの石垣の中

には、外観上の改変だけでなく、技術的な問題点、使用石材の問題などにより、石垣

の安定性の面でも課題があることも分かってきた。 

 今後、石垣保存方針を定め、城内の保存・整備を進めていく中では、一部分が改変

されたような、『保存活用計画』では位置づけが曖昧であった石垣面をどのように扱う

べきか、方針を定める必要がある。 

 

 

 

  

図１ 特別史跡内の失われた石垣（土塁・堀等） 
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表２ 改変された石垣の位置づけ 

 

４ 廃城期以降に改変された石垣の取り扱いについての考え方 

 

『特別史跡名古屋城跡保存活用計画』での整理 

〇近代に形成された石垣・土塁・堀等は、「歴史的経緯を示す諸要素」として整理 

 

〇整備の方向性 

失われた石垣・土塁・堀・建造物等については、来場者が往時の名古屋城の姿を実感し

理解を深めることができるような整備等を行う 

 

 

 

＜石垣・土塁・堀の復元整備＞ 

改変の内容 石垣の事例 保存活用計画での位置づけ 

石垣（雁木含む）撤去 ・本丸表二之門雁木 

・本丸搦手馬出境門内側石垣 

・二之丸東二之門枡形石垣の一部 

歴史的特徴等の調査研究を行うとと

もに、その復元整備の可否について

慎重に検討し、個別事例ごとに判断

する 

石垣埋め立て ・本丸大手馬出の西側石垣は埋め

られている 

修復復元することにより特別史跡の

本質的価値の理解を促進させるもの

として、調査研究、復元整備の可否

について重点的に検討 

石垣新設 ・本丸大手馬出の埋め立てに伴

い、南側の堀に石垣新設 

・榎多門枡形跡の改変時に新たに

構築された石垣 

「歴史的経緯を示す諸要素」 

 

近代～現代の石垣の修

復工事（昭和 45 年の整

備事業以前）による石

垣面の一部の改変 

・小天守西側の内堀本丸側石垣、

小天守西の鵜の首水堀側石垣は、

濃尾地震の後に積み直し 

・小天守西の石垣では、本来の石

垣が嵩上げされている 

「本質的価値を構成する要素」 

修復工事以外での石垣

面の一部改変 

・天守台石垣（外部及び穴蔵石

垣）は、現天守閣再建工事により

積み直し。穴蔵石垣では、根石部

分を残して、大半を積み直し 

「本質的価値を構成する要素」 
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近現代に撤去または改変された石垣・土塁・堀については、歴史的特徴等の調査研

究を行うとともに、その復元整備の可否についても慎重に検討し、個別事例ごとに判

断する。 

本丸大手馬出の西側の堀など、修復復元することにより特別史跡名古屋城跡の本質

的価値の理解を促進させるものについては、重点的に検討を行う。 

 

 

『名古屋城石垣保存方針』における基本的な考え方（案） 

〇撤去された石垣、新設された石垣については『保存活用計画』にて整理済み。 

 

〇近世からの石垣の一部が、近現代に改変されている場合 

 石垣面としては、特別史跡の本質的価値を構成する要素と評価する。 

現地調査、資料調査等の結果、廃城期以降に改変されたことが明らかな部分につい

ては、本質的価値の理解促進に資するよう、原則として修復復元することを前提に検

討する。 

廃城期から昭和 44 年(1969)までに修復された石垣面についても、石垣の安定性の観

点も含め、必要に応じて改めて修復復元することを検討する。 

その具体的な取り扱い方針としては、失われた石垣と同様、歴史的特徴等の調査研

究を行うとともに、その復元整備の可否について慎重に検討し、個別事例ごとに判断

する。 
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図３ 穴蔵石垣 BA05 の事例 

 現在の床上部分はすべて改変されているが、

地下部分では本来の石垣が残存している 

 

図４ 小天守西側内堀石垣 U57 の事例 

 金城温古録では、途中で段差が表現されている

が、現在は平坦となっており東側が嵩上げ。西側

は濃尾地震後に積み直しされている。 
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